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　井関農機株式会社は、４０.8馬力の新
エンジンを搭載した汎

はん

用
よう

型コンバイン
「ＨＣ405」を発売した。
　主な特徴は①「ＩＱ脱穀制御」を搭
載。低速作業時はより低燃費で作業で
き、とうみの風量を最適化して脱穀ロ
スの低減に貢献する②穀粒に優しいエ
アー搬送で、傷や汚れのない豆類を排
出できる③オーガドラムが詰まったと
きに逆転させるハンドルを追加。詰ま

りをより簡単・迅速に除去できる──など。
　希望小売価格は683万1000～886万6000円（税込み）。問い合わせ先＝井関農
機㈱営業推進部（〒116 ─ 8541　東京都荒川区西日暮里５の３の１４　☎０３
·5604·7608）

井関農機㈱

汎用型コンバイン「HC405」

リボーンローラー「RBN250I／300I」
スガノ農機㈱

新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介

　
気
象
や
土
壌
条
件
な
ど
か

ら
の
作
物
へ
の
影
響
を
軽
減

す
る
資
材
「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、

海
藻
液
肥
や
カ
ニ
殻
由
来
の

機
能
性
成
分
な
ど
の
研
究
成

果
や
、
海
外
情
勢
な
ど
が
報

告
さ
れ
る
。

　
参
加
費
は
無
料
。
オ
ン
ラ

イ
ン
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
利
用
す

る
。
申
し
込
み
は
、
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https: 

//w
w

w
.japanbsa.

com
/

）
か
ら
、
リ
ン
ク

先
に
あ
る
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
へ
入
力
す
る
。

　
日
本
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
協
議
会
は
９
月
１６
～

１７
日
に
、
講
演
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
す
る
＝
写
真
。

テ
ー
マ
は
「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
を
知
る　

海
藻
・
多
糖
類
型
バ
イ
オ
ス

テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
」
。

　スガノ農機株式会社は、リボーンロー
ラー「RBN250I（写真）／300I」を発
売した。緑肥や背の高い雑草などを押し
つぶし、幅広な刃が茎を切断して腐熟を
促進させる。
　主な特徴は①ＰＴＯ駆動が不要で、高
速・低燃費で雑草・緑肥を処理できる②
追従式・レベル角度機構を搭載し、ロー
ラーの接地面を常に水平に保つ③ローラ
ー内に水道水を注入して、ローラーの接地圧を自由に調節可能──など。
　希望小売価格は、RBN250Iが151万8000円（税込み）、RBN300Iが163万
9000円（同）。問い合わせ先＝スガノ農機㈱（〒300 ─ 0405　茨城県美浦村間
野天神台300　☎029·886·0031）

　
こ
れ
ま
で
の
連
載
で
、
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
の
定
義
や
農

業
場
面
に
お
け
る
効
果
に
つ
い
て

紹
介
し
て
き
た
。
最
終
回
は
、
農

業
の
将
来
と
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ

て
み
た
い
。

　
世
界
は
今
、
人
口
爆
発
、
地
球

温
暖
化
、
環
境
汚
染
、
食
料
資
源

の
浪
費
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

を
放
置
す
れ
ば
人
類
は
近
い
う
ち

に
危
機
的
な
状

況
に
直
面
す
る

と
い
わ
れ
る
。

特
に
食
料
の
持

続
的
な
供
給
に

は
大
き
な
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い

る
の
が
現
在
の

立
ち
位
置
だ
。

　
食
料
の
生
産
、
加
工
、
輸
送
お

よ
び
消
費
に
及
ぶ
食
料
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
あ
ろ
う
。
欧
州
で
は
フ
ァ
ー
ム

・
ト
ゥ
・
フ
ォ
ー
ク
（
畑
か
ら
食

卓
ま
で
）
戦
略
の
提
言
を
い
ち
早

く
行
っ
て
き
た
。
日
本
で
も
農
林

水
産
省
よ
り
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
が
提
言
さ
れ
、
健

康
な
食
生
活
や
持
続
的
な
農
林
水

産
物
の
生
産
か
ら
消
費
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
な
目
標
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
実
現
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
技
術
革
新
）
に
よ
る
新
し
い

農
業
の
姿
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
は
、
化
学
農
薬
の
リ
ス
ク

低
減
の
た
め
の
技
術
革
新
と
し

て
、
天
敵
や
生
物
農
薬
の
開
発
と

並
び
提
案
さ
れ
て
い
る
。
作
物
の

ス
ト
レ
ス
耐
性
を
向
上
し
、
干
ば

つ
や
高
温
障
害
に
強
く
、
病
気
に

か
か
り
に
く
い
植
物
の
体
質
改
善

が
で
き
れ
ば
、
環
境
負
荷
の
大
き

い
化
学
物
質
の
使
用
量
を
抑
制
で

き
る
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
実
際
的
に
は
、
化
学
農
薬
、
生

物
農
薬
と
い
っ
た
防
除
技
術
に
、

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
、
総
合
的
作
物

管
理
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
）
や
有
機
農
法
へ

の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
く
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
（
須
藤　

修
＝
日
本
バ
イ
オ
ス

テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協
議
会
事
務
局

長
）　　
　
　
　
　
　

＝
お
わ
り

5将来の技術革新
防除との組み合わせで持続性に貢献

　
長
野
県
上
田
市
で
独
立
就
農
４

年
目
の
星
裕
之
さ
ん（
３９
）は
、
施

設
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
面
積
７

㌃
な
ど
で
経
営
す
る
。
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
は
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
約
３

年
か
か
る
が
、
就
農
前
の
研
修
先

で
あ
る
有
限
会
社
信
州
う
え
だ
フ

ァ
ー
ム
か
ら
収
穫
可
能
な
７
年
生

の
圃
場
を
引
き
継
ぎ
、
Ｊ
Ａ
へ
の

販
路
も
得
た
。
「
周
辺
に
研
修
の

卒
業
生
が
多
く
定
着
し
、
“
農
業

で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
”
と
い
う

安
心
感
が
あ
る
」
と
星
さ
ん
。

　
同
フ
ァ
ー
ム
は
就
農
希
望
者
の

育
成
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
の
子
会
社

で
、
こ
れ
ま
で
４６
人
が
地
域
内
に

独
立
し
た
。
後
継
者
不
在
な
ど
の

農
地
を
法
人
が
借
り
、
研
修
生
が

月
給
制
で
働
い
て
栽
培
技
術
を
覚

え
、
独
立
時
に
研
修
し
た
農
地
を

継
承
す
る
。

　
星
さ
ん
は
母
の
実
家
に
暮
ら

し
、
１
人
作
業
を
基
本
と
す
る
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
コ
ン
テ
ナ
出

荷
で
包
装
な
ど
の
労
力
が
少
な
く

収
益
性
が
高
い
。
ト
ン
ネ
ル
早
出

し
で
３
～
５
月
収
穫
、
７
㌃
の
収

量
は
年
８
０
０
～
９
０
０
㌔
。
栽

培
は
卒
業
生
に
も
相
談
す
る
。

　
露
地
栽
培
の
新
品
目
で
、
年
間

作
業
確
保
も
図
る
。
９
月
定
植
６

月
収
穫
の
ニ
ン
ニ
ク
、
５
月
播
種

１１
月
収
穫
の
エ
ゴ
マ
を
各
７
㌃
栽

培
。
黒
ニ
ン
ニ
ク
や
エ
ゴ
マ
油
に

加
工
し
、
個
人
な
ど
に
直
売
す

る
。
露
地
圃
場
は
、
農
地
中
間
管

理
機
構
を
介
し
て
借
り
た
。

　
管
理
機
や
２
ト
ン
車
は
同
フ
ァ

ー
ム
、
ト
ラ
ク
タ
ー
は
卒
業
生
に

借
り
る
。
マ
ル
チ
ャ
ー
は
自
費
で

１５
万
円
、
防
除
機
は
他
の
新
規
就

農
者
と
１
人
１０
万
円
で
共
同
購
入

し
た
。

　
株
養
成
中
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が

３０
㌃
あ
り
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
借
り
入
れ
で
ハ
ウ
ス
２０
㌃
を

新
設
。
返
済
や
肥
料
代
な
ど
運
転

資
金
は
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資

資
金
（
経
営
開
始
型
）
」
を
充
て

る
。

　
　
　
◇　
　
　
　
　
◇　
　

　
就
農
前
は
「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
（
準
備
型
）
」
を
活
用

し
、
東
京
都
に
あ
る
日
本
農
業
経

営
大
学
校
へ
進

学
。
在
学
中
、
伊

那
市
の
法
人
で
学

ん
だ
土
づ
く
り
を

参
考
に
、
ぼ
か
し

肥
料
や
微
量
要

素
、
ア
ミ
ノ
酸
な

ど
を
施
用
す
る
。

　
営
農
計
画
で
は

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
露

地
３０
㌃
、
施
設
３０

㌃
、
収
益
２
５
０

万
円
が
目
標
だ
。

来
年
度
は
収
穫
面

積
が
１０
㌃
増
え
、

人
材
確
保
に
Ｊ
Ａ

を
介
し
た
農
福
連
携
も
検
討
す

る
。
今
後
の
規
模
拡
大
で
は
長
期

の
作
付
け
や
水
源
確
保
な
ど
条
件

が
そ
ろ
う
農
地
の
確
保
も
課
題

だ
。
「
知
識
が
少
な
い
頃
に
立
て

た
計
画
の
達
成
に
悩
む
。
雑
草
や

病
害
の
対
策
を
徹
底
し
、
生
産
を

安
定
さ
せ
た
い
」
と
話
す
。

法
人
か
ら
農
地
・
販
路
を
確
保

研
究
成
果
や
海
外
情
勢
を
報
告

９
月
１６
・
１７
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
を
開
催

日
本
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協
議
会

登
熟

落
水
・
収
穫
生
育
見
な
が
ら
丁
寧
に

　
新
米
が
店
頭
に
並
ぶ
季
節
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
８
月
は
、

上
旬
ま
で
高
温
・
多
照
に
推
移

し
、
中
旬
に
は
西
日
本
に
前
線
が

停
滞
し
て
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
、
豪
雨
災
害
で
水
稲
の
冠
水
や

倒
伏
な
ど
全
国
的
に
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
出
穂
期
か
ら
収
穫
ま
で
の
期
間

を
「
登と

う
じ
ゅ
く熟期
」
と
言
い
、
米
の
収

量
を
決
定
す
る
重
要
な
期
間
で

す
。
平
方
㍍
当
た
り
収
量
は
、
穂

数
×
１
穂
籾も

み

数
×
登
熟
歩
合
（
充

実
し
た
籾
の
割
合
）
×
１
粒
重
で

表
さ
れ
ま
す
（
表
）
。

　
こ
れ
ま
で
、
水
管
理
や
穂
肥
で

有
効
茎
数
、
１
穂
籾
数
を
調
節
し

て
き
ま
し
た
。
登
熟
期
に
は
登
熟

歩
合
と
１
粒
重
が
決
定
し
ま
す
。

米
の
収
量
は
出
穂
期
ま
で
に
蓄
積

し
た
炭
水
化
物
量
と
、
登
熟
期
の

光
合
成
生
産
量
に
分
け
ら
れ
、
後

者
は
収
量
の
７
～
８
割
に
相
当
し

ま
す
。
登
熟
期
の
天
候
不
順
や
台

風
に
よ
る
倒
伏
な
ど
は
直
接
的
に

収
量
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
穂ほ

揃ぞ
ろ

い

期
の
チ
ッ
素
肥
料
追
肥
は
「
実

肥
」
と
言
っ
て
、
登
熟
期
の
光
合

成
を
高
め
増
収
に
貢
献
し
ま
す

が
、
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
が
増
加
し

て
食
味
低
下
に
つ
な
が
る
た
め
、

今
で
は
あ
ま
り
施
用
し
ま
せ
ん
。

　
登
熟
期
の
土
壌
の
酸
素
不
足

は
、
根
の
老
化
や
下
葉
の
枯
れ
上

が
り
を
助
長
す
る
た
め
、
間
断
灌か

ん

漑が
い

を
徹
底
し
て
、
徐
々
に
土
壌
を

乾
燥
さ
せ
ま
す
。
出
穂
後
２５
日
以

前
の
早
期
落
水
は
厳
禁
で
す
。

　
刈
り
取
り
が
早
す
ぎ
る
と
、
未

熟
粒
や
青
米
が
増
加
し
て
収
量
・

品
質
が
低
下
し
、
刈
り
遅
れ
る
と

着
色
粒
や
胴
割
米
が
増
え
ま
す
。

穂
の
下
側
に
緑
色
を
帯
び
た
籾
が

１０
～
１５
％
程
度
残
る
と
き
が
収
穫

適
期
で
す
。圃
場
を
よ
く
観
察
し
、

適
期
収
穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

収
穫
前
の
コ
ン
バ
イ
ン
や
乾
燥
機

の
点
検
整
備
も
お
忘
れ
な
く
。

　
（
齊
藤　

邦
行
＝
岡
山
大
学
学

術
研
究
院
環
境
生
命
科
学
学
域
教

授
）

描 く 景 色選んだ仕事選んだ仕事選んだ仕事選んだ仕事

2
研
修
経
て
独
立

星
裕
之
さ
ん
長
野
県
上
田
市

農
地

▷施設アスパラガス　研修先から収穫可能　
　な農地を借りる 
▷露地　農地中間管理機構を介して借りる

販
路 ▷JAへコンテナ出荷

技
術

▷就農前（２年間）　日本農業経営大学校　
　で他産地から学ぶ 
▷独立前（１年間）　法人に就職して研修 
▷現在　地域内の卒業生に相談

設
備
・

　
　

資
材

▷トラクター・管理機など　研修先・卒業　
　生から借りる 
▷ハウス新設費の返済、運転資金は「農業　
　次世代人材投資資金（経営開始型）」

星さん（独立就農４年目）の特徴

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
圃
場
を
継
承
し
て

経
営
す
る
星
さ
ん

　
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
は
体
長

約
３
・
５
～
４
㍉
で
、
世
界
中

に
分
布
す
る
。
欧
州
の
ト
マ
ト

栽
培
で
は
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

の
ほ
か
、
日
本
未
侵
入
の
ト
マ

ト
キ
バ
ガ
防
除
に
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。
害
虫
の
ほ
か
、
植
物

も
食
べ
た
り
吸
っ
た
り
す
る
特

性
を
持
つ
。
餌
と
な
る
バ
ー
ベ

ナ
や
ク
レ
オ
メ
な
ど
の
天
敵
温

存
植
物
を
施
設
内
で
栽
培
す
れ

ば
、
長
期
間
維
持
で
き
る
。

　
バ
コ
ト
ッ
プ
は
、

タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ

１
０
０
頭
入
り
で
５

０
６
０
円
（
税
込

み
）
。
施
設
キ
ュ
ウ

リ
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

と
、
施
設
ト
マ
ト
の
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
類
の
防
除
で
登
録
さ
れ
、
い

ず
れ
も
２
株
当
た
り
１
頭
を
放

飼
す
る
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
へ
の
適

用
拡
大
も
申
請
中
だ
。

　
ト
マ
ト
栽
培
で
は
、
タ
バ
コ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
媒
介
す
る
黄
化

葉
巻
病
が
多
く
の
産
地
で
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
化

学
農
薬
に
抵
抗
性
を
持
つ
上
、

有
効
な
天
敵
製
剤
が
な
く
、
タ

バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
の
活
用
が
試

験
さ
れ
て
き
た
。

　
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

は
、
穂
木
に
耐
病
性
品
種
「
桃

太
郎
ピ
ー
ス
」
、
台
木
に
「
グ

リ
ー
ン
セ
ー
ブ
」
を
使
っ
た
養

液
栽
培
で
９
月
５
日
に
定
植
、

翌
年
６
月
２６
日
に
終
了
す
る
作

型
で
試
験
し
た
。
ハ
ウ
ス
１
㌃

で
バ
コ
ト
ッ
プ
を
使
い
、
１１
月

１５
日
と
１２
月
２７
日
、
翌
年
４
月

１６
日
の
３
回
放
飼
す
る
「
１１
月

区
」
と
、
気
温
が
高
い
９
月
１１

日
に
１
回
放
飼
す
る
「
９
月

区
」
を
比
較
。
初
回
放
飼
日
に

バ
ー
ベ
ナ
を
１
鉢
設
置
し
、
定

植
か
ら
１１
月
ま
で
は
２
週
間
間

隔
で
定
期
防
除
を
行
い
、
１２
月

以
降
は
必
要
に
応
じ
て
追
加
防

除
し
た
。

　
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
虫
数

は
、
天
敵
を
放
飼
し
な
い
と
最

大
１
４
４
６
・
８
頭
に
増
え
た

の
に
対
し
、
１１
月
区
と
９
月
区

は
３
・
５
頭
、
５
・
８
頭
と
低

密
度
に
抑
え
ら
れ
た
。
天
敵
と

害
虫
の
比
率
は
、
１１
月
区
は
３

月
以
降
天
敵
の
割
合
が
増
え
、

天
敵
が
活
躍
し
た
の
は
６
月
以

降
だ
っ
た
。
一
方
、
９
月
区
は

秋
か
ら
天
敵
の
割
合
が
高
く
維

持
で
き
た
が
、
４
月
中
旬
に
一

時
的
に
天
敵
の
割
合
が
低
く
な

っ
た
。
１２
月
以
降
の
薬
剤
防
除

回
数
は
、
１１
月
区
の
７
回
に
対

し
、
９
月
区
は
１
回
だ
っ
た
。

　
報
告
し
た
斉
藤
千
温
さ
ん
は

「
少
し
で
も
気
温
が
高
い
う
ち

に
放
飼
す
る
の
が
成
功
の
秘ひ

訣け
つ

だ
」
と
強
調
す
る
。
た
だ
、
春

先
に
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
増

え
や
す
く
、
天
敵
が
増
え
に
く

い
温
度
帯
が
あ
る
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
選
択
性
薬
剤
の
散
布

な
ど
で
対
処
す
る
。
９
月
区
で

は
、
天
敵
に
か
か
る
コ
ス
ト
は

１０
㌃
当
た
り
３
万
３
千
円
と
試

算
し
た
。

　
注
意
点
は
、
天
敵
温
存
植
物

を
枯
ら
さ
な
い
こ
と
や
、
天
敵

が
増
え
す
ぎ
て
果
実
に
吸
汁
被

害
を
出
さ
な
い
こ
と
だ
。
ま

た
、
殺
虫
剤
の
散
布
回
数
が
減

っ
た
た
め
、
ト
マ
ト
サ
ビ
ダ
ニ

の
発
生
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　
　
◇　
　
　
　
　
　
◇

　
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

で
は
、
土
着
の
タ
バ
コ
カ
ス
ミ

カ
メ
を
ク
レ
オ
メ
で

採
集
、
放
飼
し
て
試

験
し
た
。
株
当
た
り

１
頭
を
放
飼
す
る
。

　
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
防
除
に
成
功
し
た

施
設
は
、
０
・
４
㍉
目
合
い
の

ネ
ッ
ト
が
全
面
に
展
張
さ
れ
、

侵
入
期
の
１０
～
１２
月
に
基
本
的

な
防
除
を
徹
底
し
、
天
敵
温
存

植
物
の
草
勢
が
保
た
れ
て
い

た
。
一
方
、
谷
の
防
虫
ネ
ッ
ト

が
展
張
さ
れ
て
お
ら
ず
、
侵
入

期
の
防
除
回
数
も
少
な
い
施
設

で
は
、
年
内
か
ら
４
月
下
旬
ま

で
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
多
発

し
た
。

　
病
害
虫
部
の
上
村
香
菜
子
さ

ん
は
「
天
敵
温
存
植
物
を
早
く

植
え
、
厳
寒
期
に
十
分
な
草
勢

を
維
持
し
、
春
か
ら
の
タ
バ
コ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
増
加
に
備
え
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
」
と
説
明

し
た
。

　
難
防
除
害
虫
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
や
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
を
捕
食
す
る
天
敵
昆
虫
・
タ
バ
コ
カ
ス
ミ

カ
メ
が
５
月
に
農
薬
登
録
さ
れ
、
商
品
名
「
バ
コ
ト
ッ
プ
」
と
し
て
市
販
化
さ
れ
た
。
西
日
本

で
は
土
着
天
敵
を
利
用
し
た
防
除
が
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
で
普
及
す
る
一
方
、
東
日
本
で
は

生
息
密
度
が
低
く
野
外
で
の
採
集
が
難
し
い
た
め
、
天
敵
製
剤
の
活
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

特
に
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
を
媒
介
す
る
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
防
除
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
病

害
虫
・
雑
草
管
理
）
体
系
の
構
築
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
農
研
機
構
が
こ
の
ほ
ど
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
の
特
性
や
導
入
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

水稲の収量構成要素

収量
（㌔／１０㌃、
㌘／平方㍍）

＝ 平方㍍当たり個体数（株数）
１株当たり
穂数

１穂籾数
（粒）× × ×× 登熟歩合（％）

千粒重/1000
（㌘）

平方㍍当たり籾数

現
在
～
２
０
３
０
年
ご
ろ

ドローン（小型無人機）やロ
ボットを用いた防除・除草
土着天敵や光を活用した害虫
防除
AI（人工知能）などを活用し
た土壌病害発病ポテンシャル
診断

２
０
４
０
年
ご
ろ
～

RNA農薬の開発
バイオスティミュラントを活
用した革新的作物保護技術
病害虫が薬剤抵抗性を獲得し
にくい農薬
（農林水産省「みどりの食料シス
テム戦略」資料から作成）

化学農薬の使用低減に向けた
技術開発・普及の例

　
【
新
潟
支
局
】
妙
高
市
の
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
「
有

限
会
社
ア
サ
ッ
プ
」
は
、
食
用

ホ
オ
ズ
キ
の
特
産
化
を
目
指

し
、
露
地
約
５
・
５
㌃
と
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
１
棟
で
の
水
耕

栽
培
に
取
り
組
む
。
水
耕
栽
培

で
は
当
初
目
標
の
収
量
９
８
０

㌔
を
達
成
し
、
小
川
克
昌
代
表

（
４８
）は
「
ハ
ウ
ス
栽
培
と
露
地

栽
培
の
両
輪
に
な
り
つ
つ
あ

る
」
と
話
す
。

　
畑
に
植
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
小
粒
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
使
い
や
す
い
「
ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
ト
マ
ト
」
と
、
大
粒
で
加
工

品
向
き
の
「
オ
レ
ン
ジ
チ
ェ
リ

ー
」
の
２
品
種
。
露
地
栽
培

は
、
実
を
吸
汁
す
る
カ
メ
ム
シ

や
タ
バ
コ
ガ
な
ど
害
虫
対
策
が

欠
か
せ
な
い
。

　
今
年
は
７０
～
８０
㌔
の
収
量
を

見
込
み
、
１０
月
に
か
け
て
収
穫

の
最
盛
期
が
続
く
。
「
ホ
オ
ズ

キ
本
来
の
旬
の
時
季
に
消
費
者

へ
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
利
点
」

と
小
川
代
表
。

　
料
理
店
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
菓

子
店
な
ど
へ
の
提
供
や
、
市
内

の
道
の
駅
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
た
販
売
な
ど
を
行
う
。

収
量
980
㌔
を
達
成

　
【
宮
崎
支
局
】
延
岡
市
北
方

町
の
柳
田
盛
一
さ
ん（
７０
）は
、

園
地
１５
㌃
で
ブ
ド
ウ
の
根
域
制

限
栽
培
に
取
り
組
む
。
雨
よ
け

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
「
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
「
ピ
オ
ー

ネ
」
な
ど
４
品
種
を
管
理
。
不

織
布
の
ボ
ッ
ク
ス
に
培
地
を
入

れ
、
雨
水
よ
け
の
シ
ー
ト
を
掛

け
て
栽
培
。
肥
培
管
理
や
水
管

理
が
し
や
す
く
、
実
の
粒
の
肥

大
や
着
色
な
ど
が
良
く
な
っ
て

い
る
。

　
管
理
は
妻
の
佐
代
子
さ
ん

（
６６
）と
と
も
に
行
う
。
棚
は
実

と
枝
葉
と
で
一
段
差
を
付
け
作

業
を
し
や
す
く
し
、
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。
九
州
地
方
な
ど

温
暖
な
地
域
は
節
間
が
長
く
な

り
が
ち
だ
が
、
肥
培
管
理
な
ど

の
徹
底
で
節
間
が
短
く
、
葉
数

が
増
え
引
き
締
ま
っ
た
木
を
作

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
柳
田

さ
ん
は
退
職
後
に
就
農
し
、
今

年
で
１３
年
目
。
「
毎
年
、
う
ち

の
ブ
ド
ウ
が
食
べ
た
い
と
言
っ

て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
」
と
話

す
。

妙
高
市
・
㈲
ア
サ
ッ
プ

ホ
オ
ズ
キ
を
水
耕
栽
培

露地栽培２年目の食用ホオズキ

ブドウの根域制限栽培に
取り組む柳田さん夫妻

ブドウ４品種を根域制限栽培

粒が大きく着色良好
延岡市・柳田 盛一さん

タバコカスミカメの天敵製剤

トマトのIPM防除 構築へ

黄
化
葉
巻
病
対
策
に
活
用

天
敵
温
存
植
物
で
長
期
間
維
持

バ
コ
ト
ッ
プ
（
写
真
提
供

・
ア
グ
リ
セ
ク
ト
） タバコカスミカ

メ（写真提供・
農研機構）

クレオメが植えられたト
マト圃場（写真提供＝福
岡県農林業総合試験場）

気
温
が
高
い

９
月
に
放
飼


